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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
優
し
い
殺
し
屋

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
０
２
７
２
Ｊ

【
作
者
名
】

　
楚
羅

【
あ
ら
す
じ
】

　
 

鷹
籐
総
弍
は
普
通
の
高
校
生
。
た
だ
、
彼
は
あ
る
秘
密
が
あ
る
。

 
そ
れ
は
。

 
彼
が
殺
し
屋
だ
と
言
う
こ
と
。

 
優
し
い
殺
し
屋
の
鷹
籐
総
弍
が
お
贈
り
す
る
殺
し
屋
コ
メ
デ
ィ
ー
！
！



2

 
ど
う
ぞ
。
お
楽
し
み
下
さ
い
。
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（
前
書
き
）

 
優
し
い
殺
し
屋
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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【
ザ
ア
ァ
ァ
ァ
ァ
！
】

 
激
し
く
降
る
雨
の
中
。
僕
は
立
っ
て
い
る
。

 
此
処
は
公
園
。

 
今
は
真
夜
中
。

 
周
り
は
・
・
・
・
。

 
血
の
海
。
５
、
６
人
の
死
体
が
転
が
っ
て
い
る
。
死
体
は
ど
れ
も
、
体
に
刃

物
の
切
り
傷
、
刺
し
傷
が
た
く
さ
ん
あ
る
。

 
そ
し
て

 
僕
の
右
手
に
は
サ
バ
イ
バ
ル
ナ
イ
フ
が
握
ら
れ
て
い
る
。

 
「
依
頼
完
了
。
」

 
感
情
の
無
い
声
で
呟
く
。

 
依
頼
。
そ
れ
は
、
こ
の
公
園
で
１
週
間
前
に
ホ
ー
ム
レ
ス
の
一
人
が
焼
死
体

で
発
見
さ
れ
た
。
犯
人
は
こ
い
つ
ら
。
こ
い
つ
ら
を
殺
し
て
ほ
し
い
と
匿
名
で

依
頼
が
き
た
。
そ
れ
が
依
頼
。

 
そ
う
。
僕
は
・
・
・
・
・
・
・
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・
・
・
・
。
殺
し
屋
。

 
「
に
ゃ
ぁ
・
・
・
。
」

 
子
猫
が
近
づ
い
て
来
る
。

 
「
・
・
・
・
。
君
も
、
一
人
な
の
か
。
」

 
子
猫
に
問
う
よ
う
に
呟
く
。

 
「
み
ぃ
・
・
・
・
。
」

 
『
う
ん
』
と
返
事
を
し
た
気
が
し
た
。

 
「
そ
う
か
・
・
・
。
」

 
子
猫
の
頭
を
撫
で
て
や
る
。
子
猫
は
気
持
ち
よ
さ
う
に
目
を
細
め
る
。

 
「
・
・
・
・
。
一
緒
に
来
る
か
？
」

 
「
み
ゃ
ー
。
」

 
こ
れ
は
雨
の
降
る
日
の
事
。
小
さ
な
出
会
い
。

 
そ
し
て
、
優
し
い
殺
し
屋
の
物
語
。
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―
―
―
―
―
―
―

 
「
お
ー
い
。
ク
ロ
ー
。
ご
飯
だ
ぞ
ー
。
」

 
「
み
ゃ
ー
！
」

 
あ
の
出
会
い
か
ら
数
日
が
た
っ
た
。
僕
は
子
猫
に
『
ク
ロ
』
と
名
付
け
た
。

 
ク
ロ
は
か
な
り
衰
弱
し
て
い
た
が
、
今
は
元
気
に
な
っ
た
。

 
「
ク
ロ
。
美
味
し
い
か
？
」

 
「
み
ぃ
？
み
ゃ
ー
！
」

 
と
て
も
美
味
し
そ
う
に
ご
飯
を
食
べ
て
い
る
。

 
「
さ
て
、
僕
は
そ
ろ
そ
ろ
行
き
ま
す
か
。
」

 
今
は
朝
の
８
：
３
０
。
今
日
は
月
曜
日
。
学
校
が
あ
る
。

 
あ
、
自
己
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

 
ま
ず
。
僕
の
名
前
は
『
鷹
籐
総
弍
』
（
た
か
と
う
そ
う
じ
）
で
す
。

 
『
私
立
清
馬
学
園
高
等
部
』
の
二
年
生
。

 
容
姿
は
・
・
・
・
・
。
自
分
で
言
う
の
も
あ
れ
で
す
が
、
普
通
だ
と
思
い
ま

す
。

 
「
み
ゃ
ー
。
」

 
 

（
そ
ん
な
こ
と
な
い
ニ
ャ
！
そ
ー
じ
は
カ
ッ
コ
イ
イ
ニ
ャ
。
イ
ケ
メ
ン
ニ
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ャ
。
）

 
ん
？
今
誰
か
の
声
が
聞
こ
え
た
よ
う
な
。

 
ク
ロ
を
見
る
と
此
方
を
じ
ー
ッ
。
と
見
て
く
る
。

 
【
な
で
な
で
】

 
と
り
あ
え
ず
。
ク
ロ
を
撫
で
て
や
る
。

 
「
み
ゃ
～
ん
♪
」

 
う
ん
。
嬉
し
そ
う
。

 
「
じ
ゃ
あ
、
行
く
ね
ク
ロ
。
ま
た
お
昼
に
。
」

 
「
み
ゃ
～
。
」

 
（
い
っ
て
ら
っ
し
ゃ
ー
い
♪
）

 
あ
あ
。
幻
聴
が
・
・
・
・
。

 
―
―
―
―
―
―
―

 
【
ガ
ラ
ガ
ラ
】
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「
お
お
、
総
弍
。
は
よ
ー
す
。
」

 
「
お
は
よ
う
。
椿
、
魅
月
」

 
「
お
は
、
総
。
」

 
僕
に
挨
拶
し
て
き
た
の
は
『
朝
倉
椿
』
（
あ
さ
く
ら
つ
ば
き
）
と
い
い
、
挨

拶
を
返
し
て
き
た
の
は
『
海
堂
魅
月
』
（
か
い
ど
う
み
つ
き
）
と
い
う
。

 
椿
は
成
績
優
秀
、
運
動
神
経
抜
群
、
性
格
良
し
と
何
で
も
有
り
の
人
。

 
凄
く
も
て
る
。

 
次
に
魅
月

 
椿
と
同
じ
く
成
績
優
秀
で
運
動
神
経
も
良
い
。
容
姿
も
と
て
も
可
愛
い
。

 
常
に
無
表
情
だ
け
ど
そ
れ
が
い
い
と
、
一
部
の
男
子
に
絶
大
な
支
持
を
得
て

い
る
。

 
「
何
ぶ
つ
ぶ
つ
言
っ
て
る
ん
だ
？
病
気
か
？
」

 
「
独
り
言
だ
か
ら
気
に
し
な
い
で
。
」

 
そ
う
言
っ
て
僕
は
席
に
座
っ
た
。

 
僕
の
席
は
窓
側
の
一
番
後
ろ
の
席
で
、
前
が
椿
。
隣
が
魅
月
と
な
っ
て
い
る
。

 
「
知
っ
て
る
か
？
近
く
の
公
園
で
殺
人
事
件
が
あ
っ
た
の
」

 
あ
あ
、
あ
れ
か
。

 
「
え
！
？
そ
う
な
の
？
」
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嘘
だ
。
も
ち
ろ
ん
知
っ
て
る
。
殺
っ
た
の
僕
だ
し
。

 
「
し
か
も
何
人
も
殺
さ
れ
た
ら
し
い
ん
だ
よ
。
」

 
ク
ズ
共
を
ね
。

 
「
私
も
知
っ
て
る
。
そ
れ
に
、
そ
の
公
園
で
焼
死
体
が
見
つ
か
っ
た
じ
ゃ
な

い
か
。
」

 
「
怖
い
な
～
。
」

 
一
生
懸
命
生
き
て
る
人
を
笑
い
な
が
ら
殺
し
た
ん
だ
。
当
然
の
報
い
だ
と
思

う
ん
だ
け
ど
ね
。

 
【
ガ
ラ
ガ
ラ
】

 
「
お
ー
い
。
お
ま
え
ら
ー
。
席
着
け
ー
。
」

 
担
任
が
来
て
皆
席
に
着
く
。

 
「
さ
て
、
ま
ず
は
先
生
の
『
お
は
よ
う
Ｎ
ｉ
ｃ
ｅ
デ
イ
』
か
ら
だ
。
は
じ
ま

る
ぞ
～
。
」

 
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
。



10

 
―
―
―
―
―
―
―

 
「
に
ゃ
ー
。
」

 
（
た
だ
い
ま
昼
食
中
）

 
「
今
何
か
言
っ
た
？
椿
。
」

 
「
い
い
や
？
何
も
。
」

 
「
気
の
せ
い
か
。
」

 
今
、
午
前
中
の
授
業
が
終
わ
り
昼
食
の
真
っ
最
中
。

 
え
？
何
で
猫
の
鳴
き
声
が
す
る
か
っ
て
？

 
そ
れ
は
、
ク
ロ
が
い
る
か
ら
で
す
よ
。
僕
の
膝
の
上
に
。

 
ク
ロ
は
僕
た
ち
の
昼
食
を
貪
り
に
く
る
ん
で
す
よ
。

 
「
に
ゃ
ー
！
」

 
（
フ
ハ
ハ
ハ
。
さ
ぁ
、
こ
の
ク
ロ
様
に
食
事
を
献
上
す
る
が
よ
い
！
愚
民
共

！
！
）

 
「
黙
れ
。
ク
ソ
ネ
コ
。
」

 
「
に
ゃ
ー
！
！
！
」

 
（
な
ん
だ
と
ぉ
ー
！
！
！
）
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な
ん
だ
ろ
う
こ
の
状
況
。

 
な
ん
か
。
椿
が
ク
ロ
に
罵
声
を
浴
び
せ
て
い
る
し
、
ク
ロ
も
に
ゃ
ー
に
ゃ
ー
、

に
ゃ
ー
に
ゃ
ー
、
煩
い
し
。

 
「
食
事
く
ら
い
静
か
に
食
べ
れ
な
い
の
か
な
ぁ
・
・
・
。
」

 
「
あ
の
二
人
は
犬
猿
の
中
だ
な
。
」

 
魅
月
・
・
・
・
。
ク
ロ
は
人
で
は
な
い
よ
。

 
「
コ
ノ
ヤ
ロ
ー
！
」

 
「
に
ゃ
ろ
ー
！
」

 
あ
、
取
っ
組
み
合
い
に
な
っ
た
。

 
「
さ
て
、
そ
ろ
そ
ろ
止
め
る
か
。
」

 
魅
月
が
立
ち
上
が
っ
た
。

 
【
ヴ
ヴ
ヴ
ヴ
ヴ
ッ
】

 
携
帯
が
振
る
え
る
。

 
「
は
い
。
総
弍
で
す
。
」

 
（
―
―
―
―
―
―
―
。
）

 
「
は
い
。
」
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（
―
―
―
―
―
―
？
）

 
「
は
い
。
大
丈
夫
で
す
。
」

 
（
―
―
―
―
―
―
。
）

 
「
分
か
り
ま
し
た
。
今
日
中
に
連
絡
し
ま
す
。
」

 
（
―
―
―
―
―
―
―
。
）

 
「
は
い
。
で
は
。
」

 
【
パ
タ
ン
】

 
彼
等
は
僕
が
殺
し
屋
だ
と
は
知
ら
な
い
。
僕
の
正
体
を
知
っ
た
と
き
。
あ
の

二
人
は
ど
ん
な
反
応
を
す
る
ん
だ
ろ
う
か
。

 
そ
ん
な
こ
と
を
思
っ
て
い
る
と
。
二
人
の
取
っ
組
み
合
い
は
魅
月
の
鉄
拳
制

裁
で
強
制
終
了
し
て
い
た
。

 
そ
の
光
景
を
見
て
い
て
自
然
と
口
元
が
緩
ん
で
い
た
。

 
余
談
だ
が
椿
は
魅
月
に
ボ
コ
ボ
コ
に
さ
れ
て
保
健
室
に
行
っ
た
。

 
理
由
は
魅
月
が
猫
派
だ
か
ら
に
よ
る
。
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―
―
―
―
―
―
―
―

 
【
ザ
ク
ッ
・
・
・
。
】

 
「
た
、
助
け
・
・
・
・
。
」

 
【
グ
リ
ュ
・
・
。
】

 
「
ぎ
ゃ
・
・
・
・
。
」

 
【
ブ
シ
ュ
ァ
ァ
ァ
！
】

 
「
あ
、
あ
・
ぐ
・
・
・
。
」

 
【
ド
サ
ッ
・
・
・
・
。
】

 
「
あ
と
・
・
・
。
一
人
。
」

 
「
な
、
何
な
ん
だ
！
お
前
は
ッ
！
！
俺
達
が
何
か
し
た
の
か
！
？
」

 
「
・
・
・
・
・
。
」

 
「
く
、
ク
ソ
が
ぁ
！
！
」

 
【
カ
チ
ャ
】

 
【
ド
ガ
ン
！
】
【
ド
ガ
ッ
！
】
【
ド
ガ
ッ
！
】

 
【
ガ
シ
ッ
】
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近
く
に
死
ん
で
い
る
男
を
掴
み
盾
に
す
る
。

 
【
バ
ス
ッ
！
】
【
バ
ス
ッ
バ
ス
！
】

 
銃
弾
が
死
体
に
あ
た
る
。

 
そ
し
て
、
そ
の
死
体
を
男
に
投
げ
飛
ば
す
。

 
「
ぐ
ッ
・
・
・
・
！
」

 
【
ダ
ッ
！
】

 
【
ド
ス
ッ
・
・
・
。
】

 
男
に
一
気
に
詰
め
よ
り
心
臓
に
ナ
イ
フ
を
突
き
刺
す
。

 
「
ぐ
・
・
・
あ
ぁ
ぁ
・
・
・
・
。
」

 
「
何
故
、
俺
達
に
こ
ん
な
事
を
す
る
。
そ
う
言
っ
た
な
。
」

 
「
は
ぁ
・
・
・
は
ぁ
・
・
ぐ
・
・
・
？
」

 
「
簡
単
だ
よ
。
」

 
「
は
ぁ
・
・
は
ぁ
・
・
・
。
」

 
「
罪
に
は
・
・
・
・
、
罰
だ
。
」

 
【
グ
リ
ュ
ッ
】
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ナ
イ
フ
を
回
転
さ
せ
・
・
・
・
。

 
【
ブ
シ
ュ
ッ
！
】

 
切
り
裂
く
。

 
【
ド
サ
ッ
・
・
・
・
。
】

 
男
は
声
も
な
く
倒
れ
た
。

 
【
プ
ル
ル
ル
ル
ル
ッ
】

 
（
―
―
―
―
―
。
）

 
「
も
し
も
し
。
―
―
―
さ
ん
で
す
か
？
」

 
（
―
―
―
―
―
。
―
―
―
―
？
）

 
「
は
い
。
依
頼
は
完
了
し
ま
し
た
。
」

 
（
―
―
―
―
―
―
―
。
）

 
「
は
い
。
で
は
、
失
礼
し
ま
す
。
」

 
【
ピ
ッ
・
・
・
・
。
】

 
【
パ
タ
ン
】

 
「
さ
て
、
君
は
誰
か
な
？
」
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「
・
・
・
・
・
・
・
。
」

 
「
僕
は
依
頼
意
外
で
人
を
殺
し
は
し
な
い
け
ど
、
こ
の
事
を
口
外
す
る
な
ら

君
も
殺
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ん
だ
。
」

 
「
・
・
・
・
・
・
・
。
」

 
「
も
う
一
度
聞
く
。
・
・
・
・
君
は
？
」

 
「
こ
・
・
・
・
し
・
・
。
」

 
「
？
」

 
「
こ
・
・
・
し
て
。
」

 
小
声
で
何
か
を
言
っ
て
る
・
・
・
・
・
。

 
ま
ぁ
、
大
体
予
想
は
付
く
け
ど
。

 
「
殺
し
て
・
・
・
・
。
」

 
や
っ
ぱ
り
。

 
「
・
・
・
・
。
何
で
か
な
？
」

 
「
生
き
て
て
も
、
意
味
が
、
な
い
。
」

 
「
・
・
・
・
・
・
。
」

 
こ
の
子
は
・
・
・
・
。
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「
そ
う
か
。
こ
い
つ
ら
に
殺
さ
れ
た
の
か
・
・
・
・
。
」

 
「
・
・
・
・
。
そ
う
。
」

 
そ
し
て
、
彼
女
は
口
を
開
い
た
。

 
「
私
は
両
親
と
幸
せ
に
暮
ら
し
て
た
。
で
も
、
父
が
事
業
に
失
敗
し
て
こ
い

つ
ら
に
借
金
し
た
。

 
そ
し
て
、
利
子
だ
と
か
言
い
訳
を
付
け
て
こ
い
つ
ら
は
多
額
の
返
済
を
迫
っ

て
き
た
。
当
然
払
え
る
わ
け
が
な
い
。
無
理
だ
と
、
も
う
少
し
待
っ
て
く
れ
と

懇
願
し
た
。

 
で
も
、
こ
い
つ
ら
は
待
っ
て
く
れ
な
か
っ
た
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
家
ま
で
乗
り

込
ん
で
き
た
。

 
そ
し
て
、
両
親
を
殺
し
て
臓
器
を
売
り
、
私
を
売
り
飛
ば
し
て
金
に
し
よ
う

と
し
た
。
」

 
「
で
、
売
ら
れ
そ
う
に
な
っ
た
と
こ
ろ
を
僕
が
来
た
と
・
・
・
・
。
」

 
【
コ
ク
ッ
・
・
・
。
】

 
「
な
る
ほ
ど
ね
。
」

 
「
も
う
、
私
に
は
何
も
残
っ
て
な
い
。
売
ら
れ
る
く
ら
い
な
ら
死
ん
だ
方
が

ま
し
。
貴
方
に
な
ら
殺
さ
れ
て
も
良
い
。
」

 
「
・
・
・
・
・
・
。
」

 
「
だ
か
ら
、
お
願
い
。
貴
方
は
殺
し
屋
な
ん
で
し
ょ
？
」
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彼
女
は
懇
願
す
る
。
彼
女
の
目
か
ら
は
生
気
が
消
え
失
せ
て
い
る
。

 
「
・
・
・
・
・
・
。
」

 
「
お
願
い
・
・
・
・
。
殺
し
て
。
」

 
彼
女
を
ど
う
す
る
か
。
そ
の
結
論
は
も
う
出
て
い
た
。

 
「
ね
ぇ
。
」

 
「
？
」

 
「
本
当
に
君
は
死
に
た
い
の
？
」

 
「
え
？
」

 
「
だ
か
ら
、
君
は
本
当
に
死
に
た
い
の
か
。
て
聞
い
て
る
ん
だ
け
ど
。
」

 
「
・
・
・
・
・
。
」

 
彼
女
は
黙
る
。

 
「
君
が
あ
い
つ
ら
の
様
に
な
り
た
い
と
言
う
な
ら
殺
し
て
や
る
。
」

 
「
・
・
・
・
・
。
」

 
「
も
う
一
度
聞
く
。
」

 
【
ビ
ク
ッ
！
】
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「
！
！
！
！
？
？
」

 
言
葉
と
同
時
に
殺
気
を
出
し
た
。

 
そ
れ
は
も
う
人
を
殺
せ
る
く
ら
い
。

 
「
・
・
・
。
死
ぬ
か
？
」

 
【
ゾ
ク
ッ
・
・
・
。
】

 
「
ヒ
ッ
・
・
・
・
・
。
」

 
口
調
を
変
え
る
。

 
無
機
質
で
冷
酷
な
者
の
よ
う
に
。

 
彼
女
は
小
さ
な
悲
鳴
を
漏
ら
す
。
目
は
大
き
く
見
開
き
、
う
っ
す
ら
涙
が
見

え
る
。

 
彼
女
は
僕
の
周
り
で
死
ん
で
い
る
男
達
の
死
体
を
見
る
。

 
死
体
は
ど
れ
も
切
り
裂
か
れ
、
目
を
見
開
い
て
死
ん
で
い
る
。
酷
い
や
つ
は

臓
器
が
出
て
い
る
の
も
あ
る
。

 
僕
は
黙
っ
て
彼
女
を
見
る
。

 
「
い
・
・
・
だ
・
・
。
」

 
「
・
・
・
・
・
・
・
。
」

 
「
・
・
・
や
・
・
・
。
」
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段
々
声
が
大
き
く
な
る
。

 
「
い
・
・
・
・
や
だ
・
・
・
。
」

 
や
れ
や
れ
。

 
「
嫌
だ
・
・
・
・
。
死
に
た
く
な
い
。
」

 
や
っ
と
か
。

 
「
死
に
た
く
な
い
！
・
・
・
・
。
死
に
た
く
な
い
！
！
！
！
」

 
う
ん
う
ん
。

 
「
ま
だ
・
・
・
・
。
死
に
た
く
、
な
い
・
・
・
・
。
」

 
・
・
・
・
・
。

 
「
う
、
う
う
・
・
・
・
。
う
わ
あ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ん
！
！
！
」

 
泣
い
ち
ゃ
っ
た
・
・
・
。

 
「
よ
し
よ
ー
し
。
大
丈
夫
、
大
丈
夫
。
」

 
出
来
る
だ
け
優
し
く
抱
き
締
め
て
や
る
。

 
「
う
う
、
グ
ス
ッ
・
・
・
・
。
」

 
落
ち
着
い
て
き
た
よ
う
だ
。
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「
君
の
名
前
は
？
」

 
「
司
。
『
枢
木
司
』
（
く
る
る
ぎ
つ
か
さ
）
・
・
・
・
。
」

 
「
司
ね
。
僕
は
総
弍
。
鷹
籐
総
弍
。
よ
ろ
し
く
。
」

 
【
ニ
コ
ッ
】

 
マ
ッ
ク
の
従
業
員
の
様
な
営
業
ス
マ
イ
ル
。

 
「
・
・
・
／
／
／
／
／
／
／
」

 
一
発
で
泣
き
止
ん
だ
。
効
果
は
抜
群
だ
。
で
も
、
顔
が
赤
い
。
大
丈
夫
か
？

 
「
で
、
で
も
・
・
・
。
家
が
な
い
・
・
・
／
／
／
／
／
／
」

 
ま
だ
赤
い
な
。

 
う
～
ん
。
家
ね
ぇ
。

 
「
な
ら
さ
ぁ
。
僕
の
家
に
来
る
？
」

 
「
え
・
・
・
？
」

 
「
た
か
ら
。
僕
の
家
に
来
る
か
っ
て
。
」

 
「
い
い
の
・
・
・
？
」

 
「
此
処
で
会
っ
た
の
も
何
か
の
縁
だ
し
、
そ
れ
に
ほ
っ
と
け
な
い
し
ね
。
」
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「
お
兄
さ
ん
は
ホ
ン
ト
に
殺
し
屋
な
の
？
」

 
「
よ
く
聞
か
れ
る
よ
。
」

 
は
は
は
、
と
苦
笑
い
。

 
「
で
、
ど
う
す
る
？
」

 
「
う
ん
。
こ
れ
か
ら
・
・
・
・
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
優
し
い
殺
し

屋
さ
ん
♪
」

 
「
う
ん
。
よ
ろ
し
く
。
」

 
今
日
も
外
で
雨
が
降
っ
て
い
る
。

 
こ
れ
も
、
雨
の
日
の
出
会
い
。

 
そ
し
て
、
こ
れ
は
。

 
優
し
い
殺
し
屋
の
物
語
。
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―
―
―
―
―
―
―

 
「
ク
ロ
ぉ
ー
。
司
ぁ
ー
。
ご
飯
だ
よ
～
。
」

 
「
は
ー
い
♪
」

 
「
み
ゃ
ー
♪
」

 
あ
れ
か
ら
数
日
が
経
ち
、
司
は
僕
の
家
に
来
た
。
ま
ぁ
、
僕
が
来
い
と
言
っ

た
か
ら
来
た
ん
だ
け
ど
。

 
「
早
く
食
べ
よ
う
！
お
兄
ち
ゃ
ん
。
」

 
「
み
ゃ
ー
！
！
！
」

 
（
ク
ロ
は
お
腹
ぺ
こ
ぺ
こ
に
ゃ
！
！
！
）

 
「
わ
か
っ
た
、
わ
か
っ
た
。
」

 
 

「
せ
ー
の
ッ
」

 
「
「
「
い
た
だ
き
た
ー
す
ッ
！
！
！
」
」
」

 
さ
て
、
今
日
も
頑
張
り
ま
す
か
。

 
て
、
誰
だ
！
！
何
か
一
人
多
か
っ
た
ぞ
！
？
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～
つ
づ
く
～
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（
後
書
き
）

 
こ
の
作
品
は
こ
れ
か
ら
も
短
編
と
し
て
投
稿
し
ま
す
。

 
是
非
と
も
、
お
読
み
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

 
次
回
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う

優しい殺し屋
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